
(57)【要約】

　　【課題】　製造コストが低く、基板間に均一なギャ

ップを形成することができる液晶表示装置の製造方法を

提供する。

　　【解決手段】　ガラス基板１上にシール材２を形成

し、シール材２に囲まれた領域３に、仮想点４をマトリ

クス状に配列する。次に、最も外側の列及び外側から２

番目の列に配列された仮想点４を結ぶ直線５及び直線６

を想定する。次に、直線５と直線６とから等距離にある

直線７を想定する。このとき、４個の端辺領域１２にお

ける仮想点４の平均密度が、領域３全体における仮想点

４の密度の０．９乃至１．１倍となり、４個のコーナー

領域１３における仮想点４の平均密度が、領域３全体に

おける仮想点４の密度の０．８３乃至１．１７倍となる

ように、仮想点４の位置を決定する。また、スペーサの

高さに基づいて、必要があれば仮想点４を増減する。そ

して、各仮想点４に対して液晶８を滴下する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記
第 １ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中
で 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ る 工
程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と
、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点
を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び
前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ
れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、
前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ
ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前
記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密
度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍
と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け
る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度
の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 と 、 前 記 決 定
さ れ た 各 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 の 前 に 、 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 第 ２ の 基 板 に 対 向 す る 表 面
又 は 前 記 第 ２ の 基 板 に お け る 前 記 第 １ の 基 板 に 対 向 す る 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 と
、 こ の ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 前 記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶
を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 の 前 に 、 前 記 決 定 さ れ た 充 填 量 に 基 づ い て 、
前 記 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け
る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 前 記 コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点
の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃
至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く と も １ つ
の 仮 想 点 を 消 去 す る か 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 に 少 な く と も １ つ の 新 た な
仮 想 点 を 追 加 す る か 、 又 は 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持 す る こ と
に よ り 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 再 度 決 定 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 基 板 の 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 と 、 こ の ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 液 晶 の 充
填 量 を 決 定 す る 工 程 と 、 第 ２ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状
に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を
充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 ２ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 前 記
第 １ の 基 板 に お け る 前 記 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 側 の 表 面 を 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １
の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記
液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以
上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配
列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点
を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と
前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ
た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 決 定 さ れ た 充 填 量 に 基 づ い て 、 前 記 ９ 個 の 領
域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る
前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の
０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の
コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け
る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-352385 A 2005.12.22



れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く と も １ つ の 仮 想 点 を 消 去 す る か 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た
仮 想 点 に 少 な く と も １ つ の 新 た な 仮 想 点 を 追 加 す る か 、 又 は 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ
た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持 す る こ と に よ り 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 と 、 前 記 位 置
が 決 定 さ れ た 各 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の 基 板 に は 複 数 の 前 記 表 示 領 域 が 設 定 さ れ て お り 、 前 記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る
工 程 は 、 前 記 複 数 の 表 示 領 域 毎 に 前 記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る 工 程 で あ り 、 前 記 仮 想 点 の
位 置 を 決 定 す る 工 程 は 、 前 記 表 示 領 域 毎 に 前 記 決 定 さ れ た 液 晶 の 充 填 量 に 基 づ い て 前 記 仮
想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 で あ り 、 前 記 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 の 後 に 、 こ の 構 造
体 を 前 記 表 示 領 域 毎 に 切 り 分 け る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 仮 想 点 の 数 の 調 整 は 、 ４ 本 の 前 記 第 ３ 線 に 囲 ま れ た 中 央 領 域 に 位 置 す る 前 記 仮 想 点 の
数 を 調 節 す る こ と に よ っ て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記
第 １ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中
で 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ る 工
程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と
、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 予 め 決 定 さ れ た 複 数 の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液
晶 を 滴 下 す る 工 程 で あ り 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上
の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想
点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目
に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を
想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ
り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、
３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点
の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至
１ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領
域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想
点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 決 定 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ の 基 板 の 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成 す る 工 程 と 、 第 ２ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う
に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材
に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 ２ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充
填 さ れ た 側 の 表 面 に 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 側 の 表 面 を 重 ね 合 わ せ
る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工
程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 予 め 決 定 さ れ た 複 数 の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前
記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 で あ り 、 前 記 仮 想 点 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の
仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点
を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に
配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想
定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り
前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ
い て 予 め 決 定 さ れ た 前 記 液 晶 の 充 填 量 に 基 づ い て 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第
３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が
、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な
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り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前
記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０
． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く
と も １ つ の 仮 想 点 を 消 去 す る か 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 に 少 な く と も １ つ
の 新 た な 仮 想 点 を 追 加 す る か 、 又 は 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持
す る こ と に よ り 、 決 定 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 仮 想 点 の 数 の 調 整 は 、 ４ 本 の 前 記 第 ３ 線 に 囲 ま れ た 中 央 領 域 に 位 置 す る 前 記 仮 想 点 の
数 を 調 節 す る こ と に よ っ て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 滴 下 貼 合 法 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 ２ 枚 の 基 板
を 、 ス ペ ー サ を 介 し て 一 定 の 間 隔 （ ギ ャ ッ プ ） で 対 向 さ せ 、 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 配 置 し た
液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 と し て 、 液 晶 滴 下 貼 合 法 （ Ｏ Ｄ Ｆ 法 ： One Drop Fil
l法 ） が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 以 下 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た
液 晶 滴 下 貼 合 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 液 晶 滴 下 貼 合 法 を 用 い た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置
の 製 造 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 製 造 の 途 中 段 階 に お け る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
基 板 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 先 ず 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ １ の 表 面 に 走 査 線 、 デ ー タ 線 及 び Ｔ Ｆ Ｔ （ Th
in Film Transistor： 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） 等 か ら な る 画 素 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し て ア
ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ １ ０ を 作 製 す る 。 そ し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 に お け る
画 素 回 路 が 形 成 さ れ た 側 の 表 面 に 矩 形 の 枠 状 の シ ー ル 材 １ ０ ２ 及 び １ ０ ３ を 二 重 に 形 成 す
る 。 シ ー ル 材 １ ０ ２ 及 び １ ０ ３ の 材 料 に は 、 例 え ば 紫 外 線 硬 化 樹 脂 を 使 用 す る 。 こ の と き
、 内 側 の シ ー ル 材 １ ０ ２ を 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 領 域 を 囲 む よ う に 形 成 す る 。 ま た 、 内 側
の シ ー ル 材 １ ０ ２ と 外 側 の シ ー ル 材 １ ０ ３ と の 間 に は 、 環 状 の 領 域 １ ０ ４ が 区 画 さ れ る 。
次 に 、 シ ー ル 材 １ ０ ２ の 内 側 の 領 域 １ ０ ５ に 、 液 晶 １ ０ ６ を 滴 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 他 の ガ ラ ス 基 板 の 表 面 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ ： Color Filter） 及 び ブ ラ ッ ク
マ ト リ ク ス 等 を 形 成 し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 （ 図 示 せ ず ） を 作 製 す る 。 こ の と き 、 カ ラ
ー フ ィ ル タ に は 複 数 本 の 柱 状 の ス ペ ー サ を 立 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 真 空 中 に お い て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 液 晶 １ ０ ６ が 滴 下 さ れ た 表 面 に
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ た 表 面 が 対 向 す る よ う に 、 ア ク テ ィ ブ マ
ト リ ク ス 基 板 に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 重 ね る 。 次 に 、 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 に カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 重 ね た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 。 こ れ に よ り 、 領 域 １ ０ ４ 及 び １ ０
５ が 気 密 的 に 封 止 さ れ 、 負 圧 と な る 。 特 に 、 領 域 １ ０ ４ に は 液 晶 １ ０ ６ が 充 填 さ れ て お ら
ず 真 空 と な る た め 、 領 域 １ ０ ４ に 印 加 さ れ る 大 気 圧 に よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と が 相 互 に 近 づ く 方 向 に 押 圧 さ れ る 。 一 方 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 設
け ら れ た ス ペ ー サ に よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と の 間 の 距 離
（ 以 下 、 ギ ャ ッ プ と も い う ） が 所 定 の 値 以 下 と な る こ と が 規 制 さ れ る 。 こ の 結 果 、 ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と の 間 に 、 均 一 な 厚 さ の 液 晶 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 シ ー ル 材 １ ０ ２ 及 び １ ０ ３ に 紫 外 線 を 照 射 し て 、 硬 化 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ア ク
テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と が 貼 り 合 せ ら れ る 。 次 に 、 領 域 １ ０ ４ に お
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い て シ ー ル 材 １ ０ ２ に 沿 っ て 設 定 さ れ た 切 断 線 １ ０ ７ に 沿 っ て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基
板 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 切 断 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル 材 １ ０ ３ が 設 け ら れ た 領 域 が
切 除 さ れ 、 液 晶 表 示 装 置 が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 設 け ら れ た ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定
し 、 こ の ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 領 域 １ ０ ５ に 充 填 す る 液 晶 １ ０ ６ の 最 適 量 を 算 出 し 、
こ れ に 基 づ い て 、 液 晶 １ ０ ６ の デ ィ ス ペ ン サ を 制 御 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献
２ に は 、 滴 下 量 の 制 御 方 法 と し て 、 滴 下 シ ョ ッ ト 数 を 選 択 す る 方 法 、 及 び １ シ ョ ッ ト 当 た
り の 滴 下 数 が 相 互 に 異 な る ２ 台 の デ ィ ス ペ ン サ を 用 意 し て お き 、 最 後 の １ シ ョ ッ ト を 滴 下
す る デ ィ ス ペ ン サ を 選 択 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ ６ ９ ２ ２ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ １ ６ ７ ８ 号 公 報 （ 図 ８ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 従 来 の 技 術 に は 、 以 下 に 示 す よ う な 問 題 点 が あ る 。 図 ５ に 示 す 従
来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に お い て は 、 表 示 領 域 の 周 囲 に シ ー ル 材 １ ０ ２ 及 び １ ０ ３ を
２ 重 に 形 成 し て い る 。 こ の た め 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の ガ
ラ ス 基 板 に は 、 最 終 製 品 よ り も か な り 大 き な ガ ラ ス 基 板 を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 コ ス ト が
高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 シ ー ル 材 １ ０ ３ を 設 け な い と 、 真 空 中 で ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 に カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 重 ね た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 し た と き に 、 真 空 の 領 域 １ ０ ４ が 形 成
さ れ な い た め 、 液 晶 １ ０ ６ が 充 填 さ れ た 領 域 １ ０ ５ の 負 圧 の み に よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と を 貼 り 合 せ る こ と に な る 。 こ の た め 、 両 基 板 を 内 側 に 向
か っ て 押 圧 す る 力 が 不 十 分 と な り 、 両 基 板 間 の 距 離 （ ギ ャ ッ プ ） が 不 均 一 と な る 。 特 に 、
領 域 １ ０ ５ の 周 辺 部 分 の ギ ャ ッ プ が 不 均 一 に な り や す い 。 ギ ャ ッ プ が 設 計 値 よ り も 大 き く
な る と 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 に 画 像 を 表 示 さ せ た と き に 、 画 像 が 黄 色 み を 帯 び て し ま う 。 ま
た 、 ギ ャ ッ プ が 設 計 値 よ り も 小 さ く な る と 、 画 像 が 青 み を 帯 び て し ま う 。 こ の よ う に 、 ギ
ャ ッ プ が 不 均 一 に な る と 、 表 示 品 質 が 劣 化 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 製 造 コ ス ト が 低 く 、 基 板 間 に 均
一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ
ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲
ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ
れ た 側 の 表 面 に 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重
ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記
シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、
最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す
る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で
あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ
る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し
た と き に 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た
４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お
け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ
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ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に
囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前
記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 と 、 前 記 決 定 さ れ た 各 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液 晶 を 滴 下
す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 述 の 如 く 仮 想 点 を 設 定 し 、 こ の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 液 晶 を 滴 下 す
る こ と に よ り 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 均 一 に 滴 下 す る こ と が で き る 。 こ の た め
、 前 記 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 し た と き に 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 の み の 負 圧 に よ り 、
こ の 領 域 内 に 液 晶 を 均 一 に 行 き 渡 ら せ る こ と が で き 、 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と の 間 に 均
一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 の 前 に 、 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 第 ２ の 基 板 に 対 向
す る 表 面 又 は 前 記 第 ２ の 基 板 に お け る 前 記 第 １ の 基 板 に 対 向 す る 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成 す
る 工 程 と 、 こ の ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 前 記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る 工 程 と 、 を 有 し 、
前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 の 前 に 、 前 記 決 定 さ れ た 充 填 量 に 基
づ い て 、 前 記 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全
体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 前 記 コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前
記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０
． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く
と も １ つ の 仮 想 点 を 消 去 す る か 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 に 少 な く と も １ つ
の 新 た な 仮 想 点 を 追 加 す る か 、 又 は 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持
す る こ と に よ り 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 再 度 決 定 す る 工 程 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 液 晶 の 充 填 量 を 調 整 す る こ と が で き る た め 、 ス
ペ ー サ の 高 さ が ば ら つ い た 場 合 に お い て も 、 均 一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 他 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 の 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成 す る
工 程 と 、 こ の ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る 工 程 と 、 第 ２ の 基 板 の 表
面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 表
面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 ２ の 基
板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 ス ペ ー サ が 形 成
さ れ た 側 の 表 面 を 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た
構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程 は 、 前 記 シ ー ル 材 に
囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の
列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を
想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第
１ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を
想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、
前 記 決 定 さ れ た 充 填 量 に 基 づ い て 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の
前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材
に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記
第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均
密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ．
１ ７ 倍 と な る よ う に 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く と も １ つ の 仮 想
点 を 消 去 す る か 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 に 少 な く と も １ つ の 新 た な 仮 想 点
を 追 加 す る か 、 又 は 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持 す る こ と に よ り
、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 と 、 前 記 位 置 が 決 定 さ れ た 各 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記
液 晶 を 滴 下 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 前 述 の 如 く 仮 想 点 を 設 定 し 、 こ の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 液 晶 を 滴 下 す
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る こ と に よ り 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 均 一 に 滴 下 す る こ と が で き る 。 こ の た め
、 前 記 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 し た と き に 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 の み の 負 圧 に よ り 、
こ の 領 域 内 に 液 晶 を 均 一 に 行 き 渡 ら せ る こ と が で き 、 均 一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 液 晶 の 充 填 量 を 調 整 す る こ と が で き る た め 、 ス ペ
ー サ の 高 さ が ば ら つ い た 場 合 に お い て も 、 均 一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 第 ２ の 基 板 に は 複 数 の 前 記 表 示 領 域 が 設 定 さ れ て お り 、 前
記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る 工 程 は 、 前 記 複 数 の 表 示 領 域 毎 に 前 記 液 晶 の 充 填 量 を 決 定 す る
工 程 で あ り 、 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 は 、 前 記 表 示 領 域 毎 に 前 記 決 定 さ れ た 液 晶
の 充 填 量 に 基 づ い て 前 記 仮 想 点 の 位 置 を 決 定 す る 工 程 で あ り 、 前 記 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り
出 す 工 程 の 後 に 、 こ の 構 造 体 を 前 記 表 示 領 域 毎 に 切 り 分 け る 工 程 を 有 し て い て も よ い 。 こ
れ に よ り 、 １ 対 の 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 か ら 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 を 作 製 す る こ と が で き 、 液
晶 表 示 装 置 の 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 更 に 他 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む
よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー
ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工 程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 １ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶
が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 第 ２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第 ２ の
基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る 工 程
は 、 予 め 決 定 さ れ た 複 数 の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 で あ り 、 前 記 仮 想
点 の 位 置 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ
ク ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領
域 の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前
記 第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線
と か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９
個 の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ
ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま
れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線
及 び ２ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が
、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍
と な る よ う に 、 決 定 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 更 に 他 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 第 １ の 基 板 の 表 面 に ス ペ ー サ を 形 成
す る 工 程 と 、 第 ２ の 基 板 の 表 面 に 表 示 領 域 を 囲 む よ う に シ ー ル 材 を 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る
工 程 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 表 面 に お け る 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に 液 晶 を 充 填 す る 工
程 と 、 真 空 中 で 前 記 第 ２ の 基 板 に お け る 前 記 液 晶 が 充 填 さ れ た 側 の 表 面 に 第 １ の 基 板 に お
け る 前 記 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ た 側 の 表 面 を 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 基 板 に 前 記 第
２ の 基 板 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 工 程 と 、 を 有 し 、 前 記 液 晶 を 充 填 す る
工 程 は 、 予 め 決 定 さ れ た 複 数 の 仮 想 点 に 所 定 量 ず つ 前 記 液 晶 を 滴 下 す る 工 程 で あ り 、 前 記
仮 想 点 は 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に ９ 個 以 上 の 仮 想 点 を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク
ス 状 に 配 列 し 、 最 も 外 側 の 列 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 前 記 仮 想 点 が 配 列 さ れ た 領 域
の 各 辺 を 構 成 す る 第 １ 線 を 想 定 し 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 前 記 仮 想 点 を 結 び 各 前 記
第 １ 線 に 平 行 で あ り こ の 第 １ 線 に 隣 り 合 う 第 ２ 線 を 想 定 し 、 前 記 各 第 １ 線 と 前 記 第 ２ 線 と
か ら 等 距 離 に あ る 第 ３ 線 を 想 定 し て こ の 第 ３ 線 に よ り 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 を ９ 個
の 領 域 に 区 画 し た と き に 、 前 記 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 予 め 決 定 さ れ た 前 記 液 晶 の 充 填
量 に 基 づ い て 、 前 記 ９ 個 の 領 域 の う ち 、 ３ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び １ 本 の 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま
れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体
に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ２ 本 の 前 記 第 ３ 線 及 び ２ 本 の 前
記 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 に お け る 前 記 仮 想 点 の 平 均 密 度 が 、 前 記 シ ー ル
材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 に お け る 前 記 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に
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、 前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 の う ち 少 な く と も １ つ の 仮 想 点 を 消 去 す る か 、 前
記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 に 少 な く と も １ つ の 新 た な 仮 想 点 を 追 加 す る か 、 又 は
前 記 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 を そ の ま ま 維 持 す る こ と に よ り 、 決 定 さ れ た も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 予 め 上 述 の 方 法 に よ り 仮 想 点 を 決 定 し て お き 、 こ れ に 基 づ い て 液 晶 の
滴 下 位 置 を 決 定 し て い る た め 、 一 度 、 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 仮 想 点 を 決 定 す れ ば 、 ス
ペ ー サ の 高 さ が 大 き く 変 動 し な い 限 り 、 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 を 各 装 置 に つ い て ス ペ ー サ の
高 さ を 測 定 す る こ と な く 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ギ ャ ッ プ が 均 一 な 液 晶 表 示 装
置 を 効 率 的 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ル 材 を ２ 重 に 形 成 す る こ と な く 、 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 と の 間
に 均 一 な ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 表 示 品 質 が 優 れ た 液 晶 表 示 装 置 を 低 コ ス
ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。 先 ず 、 本 発
明 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ り 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方
法 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 滴 下 点 の 増 減 を 行 わ な い 場 合 の 製 造 途 中 段 階 に お け る ア ク
テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 示 し 、 図 ３ は 滴 下 点 を １ 点 追 加 し た 場 合 の 製 造 途 中 段 階 に お け る
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 ず 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ １ に 示 す よ う に 、 透 明 な 絶 縁 性 基 板 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 を 用 意
し 、 こ の ガ ラ ス 基 板 の 表 面 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ ） 及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 等 を 形 成
し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 （ 図 示 せ ず ） を 作 製 す る 。 こ の と き 、 カ ラ ー フ ィ ル タ に は 複 数
本 の 柱 状 の ス ペ ー サ を 立 設 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 示 す よ う に 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 を 洗 浄 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 形 成 し た ス ペ
ー サ の 平 均 高 さ を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ ４ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 他 の ガ ラ ス 基 板 １ の 表 面 に 走 査 線 、
デ ー タ 線 及 び Ｔ Ｆ Ｔ 等 か ら な る 画 素 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し て ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基
板 １ ０ を 作 製 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 示 す よ う に 、 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １
０ を 洗 浄 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 示 す よ う に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ の 画 素
回 路 が 形 成 さ れ た 側 の 表 面 に 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 か ら な る シ ー ル 材 ２ を 形 成 す る 。 シ ー ル 材
２ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ の 表 面 に お け る 画 素 回 路 が 形 成 さ れ て い る 領 域 、 即
ち 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 領 域 を 囲 む よ う に 、 矩 形 の 枠 状 に 形 成 す る 。 な お 、 こ の と き 、 図
５ に 示 す 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 と は 異 な り 、 シ ー ル 材 １ ０ ３ （ 図 ５ 参 照 ） は 形 成
せ ず 、 シ ー ル 材 は １ 重 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ ７ に 示 す よ う に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ の 表 面 に お け
る シ ー ル 材 ２ の 内 側 の 領 域 ３ に お い て 、 液 晶 を 滴 下 す る 滴 下 点 の 数 及 び 位 置 を 決 定 す る 。
以 下 、 こ の 決 定 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 先 ず 、 シ ー ル 材 ２ に 囲 ま れ た 領 域 ３ に 、 ９
個 以 上 の 仮 想 点 ４ を （ ３ × ３ ） 以 上 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 す る 。 即 ち 、 Ｍ 、 Ｎ を 夫 々 ３ 以
上 の 整 数 と す る と き 、 （ Ｍ × Ｎ ） 個 の 仮 想 点 ４ を Ｍ 行 Ｎ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 Ｍ 及 び Ｎ の 値 は 、 領 域 ３ の 大 き さ に 基 づ い て 予 め 決 定 し て お く 。 例 え ば 、 １ ８ イ
ン チ の 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 例 え ば 、 Ｍ ＝ ８ 、 Ｎ ＝ １ ０ と す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 Ｍ ＝ ７ 、 Ｎ ＝ ７ と す る 。 そ し て 、 予 め 、 ス ペ ー サ の 高 さ の 設
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計 値 に 基 づ い て 、 領 域 ３ に 充 填 す る 液 晶 の 充 填 量 を 計 算 し 、 こ の 充 填 量 を 滴 下 点 の 数 、 即
ち （ Ｍ × Ｎ ） で 除 す こ と に よ り 、 １ シ ョ ッ ト 当 た り の 滴 下 量 を 算 出 す る 。 そ し て 、 １ シ ョ
ッ ト 当 た り の 滴 下 量 が こ の 算 出 値 に な る よ う に 、 液 晶 を 吐 出 す る デ ィ ス ペ ン サ を 調 整 し て
お く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 こ の マ ト リ ク ス の う ち 、 最 も 外 側 の 列 又 は 行 （ 以 下 、 総 称 し て 列 と い う ） に 配 列
さ れ た 仮 想 点 ４ を 結 ぶ 直 線 ５ を 想 定 す る 。 こ の と き 、 こ の 直 線 ５ は 合 計 ４ 本 想 定 さ れ 、 こ
の ４ 本 の 直 線 ５ は 、 仮 想 点 ４ が マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 矩 形 領 域 の 各 辺 を 構 成 す る 。 次
に 、 前 記 マ ト リ ク ス の う ち 、 外 側 か ら ２ 列 目 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 ４ を 結 ぶ 直 線 ６ を 想 定 す
る 。 こ の と き 、 直 線 ６ は 仮 想 点 の 数 に 応 じ て ２ 乃 至 ４ 本 想 定 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｍ 、 Ｎ が 共
に ４ 以 上 で あ れ ば 、 直 線 ６ は ４ 本 想 定 さ れ る 。 各 直 線 ６ は 各 直 線 ５ に 対 し て 平 行 且 つ 隣 り
合 う 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 相 互 に 隣 り 合 う 直 線 ５ と 直 線 ６ と か ら 等 距 離 に あ る 直 線 ７ を 想 定 す る 。 直 線 ７ は
合 計 ４ 本 想 定 さ れ 、 こ の ４ 本 の 直 線 ７ に よ り 、 領 域 ３ が ９ 個 の 領 域 に 区 画 さ れ る 。 即 ち 、
領 域 ３ は 、 ４ 本 の 直 線 ７ に 囲 ま れ た １ 個 の 中 央 領 域 １ １ 、 ３ 本 の 直 線 ７ 及 び １ 本 の シ ー ル
材 ２ に 囲 ま れ た ４ 個 の 端 辺 領 域 １ ２ 、 及 び ２ 本 の 直 線 ７ 及 び ２ 本 の シ ー ル 材 ２ に 囲 ま れ た
４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 １ ３ に 区 画 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 中 央 領 域 １ １ は ｛ （ Ｍ － ２ ） × （ Ｎ
－ ２ ） ｝ 個 の 仮 想 点 ４ を 含 み 、 ２ 個 の 端 辺 領 域 １ ２ は （ Ｍ － ２ ） 個 の 仮 想 点 ４ を 含 み 、 他
の ２ 個 の 端 辺 領 域 １ ２ は （ Ｎ － ２ ） 個 の 仮 想 点 ４ を 含 み 、 各 コ ー ナ ー 領 域 １ ３ は 各 １ 個 の
仮 想 点 ４ を 含 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の と き 、 ４ 個 の 端 辺 領 域 １ ２ に お け る 仮 想 点 ４ の 平 均 密 度 、 即 ち 、 ４ 個 の 端 辺 領 域 １
２ 全 体 に お け る 単 位 面 積 当 た り の 仮 想 点 ４ の 個 数 が 、 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 ４ の 密 度
の ± １ ０ ％ 以 内 、 即 ち 、 ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 ４ 個 の コ ー ナ ー 領 域 １ ３ に お け る 仮
想 点 ４ の 平 均 密 度 が 、 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 ４ の 密 度 の ± １ ７ ％ 以 内 、 即 ち 、 ０ ． ８
３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍 と な る よ う に 、 仮 想 点 ４ の 位 置 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 測 定 し た ス ペ ー サ の 高 さ の デ ー タ に 基 づ い て 、 領 域 ３ に 充
填 す る 液 晶 の 最 適 量 を 算 出 す る 。 そ し て 、 こ の 最 適 量 を 予 め 調 整 し た デ ィ ス ペ ン サ の １ シ
ョ ッ ト 当 た り の 滴 下 量 で 除 し 、 最 適 な 滴 下 数 を 算 出 す る 。 こ の 結 果 、 最 適 な 滴 下 数 が （ Ｍ
× Ｎ ） で あ る 場 合 は 、 前 述 の （ Ｍ × Ｎ ） の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 ４ を そ の ま ま
維 持 す る 。 ま た 、 最 適 な 滴 下 数 が （ Ｍ ＋ Ｎ ） よ り も 多 い 場 合 、 即 ち 、 Ｌ を １ 以 上 の 整 数 と
す る と き 、 最 適 な 滴 下 数 が （ Ｍ × Ｎ ） ＋ Ｌ で あ る 場 合 、 前 述 の （ Ｍ × Ｎ ） の マ ト リ ク ス 状
に 配 列 さ れ た 仮 想 点 ４ に 、 Ｌ 個 の 新 た な 仮 想 点 ４ ａ を 追 加 す る 。 こ の と き 、 仮 想 点 ４ ａ の
追 加 は 、 端 辺 領 域 １ ２ に お け る 仮 想 点 ４ 及 び ４ ａ の 平 均 密 度 が 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点
４ 及 び ４ ａ の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 コ ー ナ ー 領 域 １ ３ に お け る 仮 想 点 ４ 及 び
４ ａ の 平 均 密 度 が 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 ４ 及 び ４ ａ の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ． １ ７ 倍
と な る よ う に 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す （ ７ × ７ ） 個 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た ４ ９ 個 の 仮 想 点 ４ に 、 １
個 の 仮 想 点 ４ ａ を 新 た に 追 加 し た 例 を 示 し て い る 。 仮 想 点 ４ ａ は 中 央 領 域 １ １ に 追 加 す る
。 そ し て 、 各 領 域 に お け る 仮 想 点 の 密 度 が 上 述 の 関 係 を 満 た す よ う に 、 必 要 に 応 じ て 、 仮
想 点 ４ の 位 置 を 調 整 す る 。 即 ち 、 仮 想 点 ４ の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 直 線 ５ 及 び ６ の
位 置 を 変 位 さ せ 、 こ れ に 伴 っ て 直 線 ７ の 位 置 を 変 位 さ せ 、 端 辺 領 域 １ ２ 及 び コ ー ナ ー 領 域
１ ３ の 面 積 を 変 化 さ せ 、 各 領 域 に お け る 仮 想 点 の 密 度 が 上 述 の 関 係 を 満 た す よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 、 最 適 な 滴 下 数 が （ Ｍ × Ｎ ） よ り も 少 な い 場 合 、 即 ち 、 最 適 な 滴 下 数 が （ Ｍ × Ｎ ）
－ Ｌ で あ る 場 合 、 前 述 の （ Ｍ × Ｎ ） の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 仮 想 点 ４ か ら 、 Ｌ 個 の 仮
想 点 ４ を 削 除 す る 。 こ の と き 、 仮 想 点 ４ の 削 除 は 、 端 辺 領 域 １ ２ に お け る 仮 想 点 ４ の 平 均
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密 度 が 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 ４ の 密 度 の ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と な り 、 コ ー ナ ー 領 域 １
３ に お け る 仮 想 点 ４ の 平 均 密 度 が 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 ４ の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ．
１ ７ 倍 と な る よ う に 行 う 。 即 ち 、 必 要 に 応 じ て 、 仮 想 点 ４ の 位 置 を 変 化 さ せ 、 各 領 域 の 面
積 を 変 化 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、 ス ペ ー サ の 高 さ に 基 づ い て 、 仮 想 点 の 数 及 び 位 置 が 決
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ ８ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 決 定 さ れ た 各
仮 想 点 ４ （ 及 び ４ ａ ） に 、 デ ィ ス ペ ン サ に よ り １ シ ョ ッ ト ず つ 液 晶 ８ を 滴 下 す る 。 即 ち 、
仮 想 点 ４ （ 及 び ４ ａ ） が 液 晶 の 滴 下 点 と な る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 示 す よ う に 、 真 空 中
に お い て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ の 液 晶 ８ が 滴 下 さ れ た 表 面 に カ ラ ー フ ィ ル タ 基
板 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ た 表 面 が 対 向 す る よ う に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 に カ
ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 重 ね る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ
ク ス 基 板 に カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 重 ね た 構 造 体 を 大 気 中 に 取 り 出 す 。 こ れ に よ り 、 領 域 ３
が 気 密 的 に 封 止 さ れ 、 負 圧 と な る 。 一 方 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 設 け ら れ た ス ペ ー サ に よ
り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と の 間 の 距 離 （ ギ ャ ッ プ ） が 所 定 の
値 以 下 と な る こ と が 規 制 さ れ る 。 こ の 結 果 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 と の 間 に 、 均 一 な 厚 さ の 液 晶 層 が 形 成 さ れ る 。 次 に 、 シ ー ル 材 ２ に 紫 外 線 を 照 射 し て
、 硬 化 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と が 貼 り 合
せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 各 構 成 要 件 に お け る 数 値 限 定 理 由 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　

　 図 ４ は 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 の 仮 想 点 （ 滴 下 点 ） の 密 度 に 対 す る 端 辺 領 域 及 び
コ ー ナ ー 領 域 に お け る 仮 想 点 の 平 均 密 度 の 比 を 横 軸 に と り 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に お
け る 周 辺 部 の ギ ャ ッ プ の 変 化 量 を 縦 軸 に と っ て 、 滴 下 点 の 分 布 の ば ら つ き が ギ ャ ッ プ の ば
ら つ き に 及 ぼ す 影 響 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 表 示 領 域 内 で 輝 度
が ２ ％ 以 上 変 化 す る と 輝 度 ム ラ と し て 認 識 さ れ る 。 そ し て 、 ギ ャ ッ プ の 変 化 が 大 き い ほ ど
輝 度 の 変 化 も 大 き く な り 、 ２ ％ の 輝 度 の 変 化 を 引 き 起 こ す ギ ャ ッ プ の 変 化 量 は １ ％ で あ る
。 そ し て 、 ギ ャ ッ プ は 液 晶 層 が 形 成 さ れ る 領 域 の 周 辺 部 に お い て 変 化 し や す い 。 従 っ て 、
輝 度 ム ラ を 防 止 す る た め に は 、 周 辺 部 の ギ ャ ッ プ の 変 化 量 を １ ％ 以 下 と す る 必 要 が あ る 。
な お 、 周 辺 部 と は 図 ２ に 示 す 端 辺 領 域 １ ２ 及 び コ ー ナ ー 領 域 １ ３ を い い 、 周 辺 ギ ャ ッ プ の
変 化 量 と は 、 端 辺 領 域 １ ２ 又 は コ ー ナ ー 領 域 １ ３ に お け る ギ ャ ッ プ か ら 中 央 領 域 １ １ に お
け る ギ ャ ッ プ を 減 じ た 値 を 、 中 央 領 域 １ １ の ギ ャ ッ プ で 除 し た 値 を い う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 周 辺 ギ ャ ッ プ の 変 化 量 が ± １ ％ 以 内 、 即 ち 、 － １ 乃 至 ＋ １
％ と な る た め に は 、 端 辺 領 域 １ ２ に お け る 仮 想 点 （ 滴 下 点 ） の 平 均 密 度 を シ ー ル 材 に 囲 ま
れ た 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 の 密 度 の 夫 々 ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と し 、 且 つ 、 コ ー ナ ー 領
域 １ ３ に お け る 仮 想 点 の 平 均 密 度 を 領 域 ３ 全 体 に お け る 仮 想 点 の 密 度 の ０ ． ８ ３ 乃 至 １ ．
１ ７ 倍 と す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 端 辺 領 域 １ ２ に お け る 滴 下 点 の 平 均 密 度 を 領 域 ３ 全 体 に お け る
滴 下 点 の 密 度 の ± １ ０ ％ 以 内 、 即 ち 、 ０ ． ９ 乃 至 １ ． １ 倍 と し 、 コ ー ナ ー 領 域 １ ３ に お け
る 滴 下 点 の 平 均 密 度 を 領 域 ３ 全 体 に お け る 滴 下 点 の 密 度 の ± １ ７ ％ 以 内 、 即 ち 、 ０ ． ８ ３
乃 至 １ ． １ ７ 倍 と し て い る た め 、 液 晶 ８ を 領 域 ３ に 均 一 に 滴 下 す る こ と が で き る 。 こ の 結
果 、 ２ 重 に シ ー ル 材 を 形 成 し て 大 き な 力 で ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 と カ ラ ー フ ィ ル タ 基
板 と を 挟 圧 し な く て も 、 領 域 ３ に よ る 負 圧 の み で 両 基 板 間 の ギ ャ ッ プ を 均 一 に す る こ と が
で き 、 液 晶 層 の 厚 さ を 均 一 に す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 表 示 ム ラ が 発 生 し な い 表 示 品
質 が 優 れ た 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ー ル 材 を ２ 重 に 形 成 す る 必 要
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端 辺 領 域 及 び コ ー ナ ー 領 域 に お け る 仮 想 点 （ 滴 下 点 ） の 平 均 密 度 ： シ ー ル 材 に 囲 ま れ た
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が な い た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 最 終 製 品 と 比 較 し て 大 き な 基 板 を 用 意 す る 必 要 が な く 、 ま た
、 シ ー ル 材 の 材 料 も 節 約 す る こ と が で き る た め 、 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し 、 こ れ に 基 づ い て 液 晶 の 最 適 な
充 填 量 を 算 出 し 、 滴 下 数 を 決 定 し て い る 。 こ の た め 、 ス ペ ー サ の 高 さ が 変 動 し て も 、 滴 下
数 を 調 整 す る こ と に よ り 液 晶 の 充 填 量 を 調 整 し 、 液 晶 層 の 厚 さ を 均 一 に す る こ と が で き る
。 な お 、 デ ィ ス ペ ン サ の １ シ ョ ッ ト 当 た り の 滴 下 量 を 調 節 す る こ と に よ り 液 晶 の 充 填 量 を
調 整 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 デ ィ ス ペ ン サ の 滴 下 量 を 所 望 の 値 に 調 整 す る た め に は 、 多
大 な 時 間 と 手 間 を か け て デ ィ ス ペ ン サ の 諸 条 件 を 決 め な く て は な ら な い た め 、 液 晶 表 示 装
置 の 生 産 効 率 が 著 し く 低 下 す る 。 ま た 、 前 述 の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 １ シ
ョ ッ ト 当 た り の 滴 下 量 が 相 互 に 異 な る 複 数 台 の デ ィ ス ペ ン サ を 用 意 す る 方 法 も 考 え ら れ る
が 、 こ の 方 法 で は 設 備 コ ス ト が 増 大 す る 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 滴 下 数
を 調 整 す る こ と に よ り 液 晶 の 充 填 量 を 制 御 し て い る た め 、 設 備 コ ス ト が 増 大 す る こ と が な
く 、 生 産 性 が 低 下 す る こ と も な い 。 ま た 、 滴 下 数 を 調 整 す る と き に 、 上 述 の 条 件 を 満 た す
よ う に 各 滴 下 点 （ 仮 想 点 ） の 位 置 を 調 整 し て い る た め 、 液 晶 層 の 厚 さ を 均 一 に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 述 の 第 １ の
実 施 形 態 と 比 較 し て 、 ス ペ ー サ の 高 さ の 測 定 、 及 び こ の 測 定 結 果 に 基 づ い た 滴 下 点 の 数 及
び 位 置 の 決 定 を 、 オ フ ラ イ ン で 行 う 点 が 異 な っ て い る 。 ス ペ ー サ の 高 さ は 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ の ロ ッ ト 間 に お け る ば ら つ き が 比 較 的 大 き く 、 同 一 ロ ッ ト の カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 し た
液 晶 表 示 装 置 間 に お け る ば ら つ き は 比 較 的 小 さ い 。 こ の た め 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の ロ ッ ト 毎
に ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 液 晶 の 滴 下 点 の 数 及 び 位 置 を 決 定 し て お け ば 、 同 一 ロ ッ ト の
カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 し て 製 造 さ れ る 例 え ば 数 十 台 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て は 、 各 装 置 の
製 造 工 程 に お い て は ス ペ ー サ の 位 置 の 測 定 及 び 液 晶 の 滴 下 点 の 決 定 を 省 略 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の ロ ッ ト が 変 わ っ た と き に 、 ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 す る 。
そ し て 、 こ の 測 定 結 果 に 基 づ い て 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 説 明 し た 方 法 に よ り 、 図
２ 又 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 仮 想 点 ４ （ 及 び ４ ａ ） の 数 及 び 位 置 を 決 定 す る 。 そ の 後 、 こ の
ロ ッ ト の カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る が 、 こ の と き 、 図 １ に 示 す
ス テ ッ プ Ｓ ３ 及 び Ｓ ７ に 示 す 工 程 は 行 わ ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 前 述 の 予 め 決 定 さ れ
た 仮 想 点 に 対 し て 所 定 量 ず つ 液 晶 を 滴 下 す る 。 本 実 施 形 態 に お け る 上 記 以 外 の 製 造 方 法 は
、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の ロ ッ ト 毎 に ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し て 滴 下 点
の 数 及 び 位 置 を 決 定 し 、 同 一 ロ ッ ト の カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 す る 各 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 工
程 に お い て は 、 ス ペ ー サ の 高 さ の 測 定 及 び 滴 下 点 の 決 定 を 省 略 す る 。 こ れ に よ り 、 前 述 の
第 １ の 実 施 形 態 と 比 較 し て 、 液 晶 表 示 装 置 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 本 実 施 形
態 に お け る 上 記 以 外 の 効 果 は 、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の ロ ッ ト 毎 に 滴 下 点 を 決 定 す る 例 を 示 し
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ス ペ ー サ の 高 さ の 変 動 が 比 較 的 小 さ い と 推 定 さ れ る 一
群 の 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る 度 に 、 ス ペ ー サ の 高 さ の 測 定 及 び こ れ に 基 づ い た 滴 下 点 の 決
定 を １ 回 ず つ 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 は 、 前 述 の 第 １ の 実
施 形 態 を 多 面 取 り に 適 用 し た 例 で あ る 。 多 面 取 り と は 、 １ 対 の ガ ラ ス 基 板 か ら 複 数 の 液 晶
表 示 装 置 を 作 製 す る 方 法 で あ る 。 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に つ い
て 説 明 す る 。 な お 、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ 工 程 に つ い て は 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る
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。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 先 ず 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ １ に 示 す 工 程 に お い て 、 １ 枚 の ガ ラ ス 基 板 に 、 後 の 工 程 で カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 と な る 予 定 の 領 域 （ 以 下 、 Ｃ Ｆ 基 板 領 域 と い う ） を 複 数 ヶ 所 設 定 し 、 各 Ｃ
Ｆ 基 板 領 域 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 等 を 形 成 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ に
は ス ペ ー サ が 形 成 さ れ て い る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 示 す よ う に 、 基 板 を 洗 浄 す る 。 次 に
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 示 す 工 程 に お い て 、 ス ペ ー サ の 高 さ を 測 定 し 、 Ｃ Ｆ 基 板 領 域 毎 に ス ペ ー
サ の 高 さ の 平 均 値 を 求 め る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 示 す 工 程 に お い て 、 １ 枚 の ガ ラ ス 基 板 に 、 後 の 工 程 で ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 基 板 と な る 予 定 の 領 域 （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 と い う ） を 複 数 ヶ 所 設 定 し 、 各
Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 に 画 素 回 路 等 を 形 成 す る 。 こ の と き 、 各 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９
に 示 す 真 空 張 り 合 わ せ 工 程 に お い て ガ ラ ス 基 板 同 士 を 張 り 合 わ せ た と き に 、 夫 々 各 Ｃ Ｆ 基
板 領 域 と 重 な る よ う に 設 定 す る 。 即 ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 の 数 は Ｃ Ｆ 基 板 領 域 の 数 と 等 し く
し 、 複 数 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 の 相 対 的 な 位 置 関 係 は 、 複 数 の Ｃ Ｆ 基 板 領 域 の 相 対 的 な 位 置 関
係 を 反 転 さ せ た も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 示 す よ う に 基 板 を 洗 浄 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 示 す よ う に 各 Ｔ Ｆ Ｔ 基
板 領 域 に シ ー ル 材 を 形 成 す る 。 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 示 す 工 程 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で
算 出 し た 各 Ｃ Ｆ 基 板 領 域 の ス ペ ー サ 高 さ の 平 均 値 に 基 づ い て 、 各 Ｃ Ｆ 基 板 領 域 に ス テ ッ プ
Ｓ ９ に お い て 重 ね 合 わ さ れ る 予 定 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 に 充 填 す る 液 晶 の 量 を 決 定 す る 。 そ し
て 、 こ れ に 基 づ い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 毎 に 液 晶 の 滴 下 点 の 数 及 び 位 置 を 決 定 す る 。 こ の 滴
下 点 の 数 及 び 位 置 の 調 整 方 法 は 、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た 方 法 と 同 様 で あ
る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 決 定 し た 滴 下 点 に 液 晶 を
滴 下 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に 示 す よ う に 、 前 述 の Ｃ Ｆ 基 板 領 域 が 設 定 さ れ た ガ ラ ス 基 板 を 、 前
述 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 が 設 定 さ れ た ガ ラ ス 基 板 に 真 空 中 で 張 り 合 わ せ る 。 こ の と き 、 各 Ｃ Ｆ
基 板 領 域 が 、 夫 々 対 応 す る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 領 域 に 整 合 す る よ う に 重 ね 合 わ せ る 。 次 に 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ に 示 す よ う に 大 気 解 放 す る 。 そ し て 、 こ の 後 、 前 述 の １ 対 の ガ ラ ス 基 板 か ら 夫 々
複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 切 り 分 け る こ と に よ り 、 張 り
合 わ さ れ た １ 対 の ガ ラ ス 基 板 か ら 、 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 を 切 り 分 け る 。 本 実 施 形 態 に お け
る 上 記 以 外 の 構 成 は 、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 一 度 に 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る た め 、 液 晶
表 示 装 置 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の と き 、 液 晶 表 示 装 置 毎 に ス ペ ー
サ の 高 さ の 平 均 値 を 算 出 し 、 こ れ に 基 づ い て 、 液 晶 表 示 装 置 毎 に 液 晶 の 滴 下 点 の 数 及 び 位
置 を 調 整 す る た め 、 各 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 夫 々 液 晶 の 充 填 量 を 最 適 に 制 御 す る こ と が で
き る 。 本 実 施 形 態 に お け る 上 記 以 外 の 効 果 は 、 前 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 滴 下 貼 合 法 （ Ｏ Ｄ Ｆ 法 ） に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 好 適 に 利 用 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 滴 下 点 の 増 減 を
行 わ な い 場 合 の 製 造 途 中 段 階 に お け る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 滴 下 点 を １ 点 追
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加 し た 場 合 の 製 造 途 中 段 階 に お け る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 示 す 。
【 図 ４ 】 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 全 体 の 仮 想 点 （ 滴 下 点 ） の 密 度 に 対 す る 端 辺 領 域 及 び コ
ー ナ ー 領 域 に お け る 仮 想 点 の 平 均 密 度 の 比 を 横 軸 に と り 、 シ ー ル 材 に 囲 ま れ た 領 域 に お け
る 周 辺 部 の ギ ャ ッ プ の 変 化 量 を 縦 軸 に と っ て 、 滴 下 点 の 分 布 の ば ら つ き が ギ ャ ッ プ の ば ら
つ き に 及 ぼ す 影 響 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 液 晶 滴 下 貼 合 法 を 用 い た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ； ガ ラ ス 基 板
　 ２ ； シ ー ル 材
　 ３ ； 領 域
　 ４ 、 ４ ａ ； 仮 想 点
　 ５ 、 ６ 、 ７ ； 直 線
　 ８ ； 液 晶
　 １ ０ ； ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
　 １ １ ； 中 央 領 域
　 １ ２ ； 端 辺 領 域
　 １ ３ ； コ ー ナ ー 領 域
　 １ ０ １ ； ガ ラ ス 基 板
　 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ ； シ ー ル 材
　 １ ０ ４ 、 １ ０ ５ ； 領 域
　 １ ０ ６ ； 液 晶
　 １ ０ ７ ； 切 断 線
　 １ １ ０ ； ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种制造成本低并且可以在基板之间形成均匀间隙的
液晶显示装置的制造方法。 在玻璃基板（1）上形成有密封材料（2），
在由密封材料（2）包围的区域（3）中，矩阵状地配置有虚点（4）。 
接下来，假定直线5和直线6，该直线5和直线6从外侧连接布置在最外排
和第二排中的虚拟点4。 接下来，假设一条直线7与直线5和6等距。 此
时，四个边缘区域12中的虚拟点4的平均密度是整个区域3中虚拟点4的密
度的0.9至1.1倍，四个角区域13中的虚拟点4的平均密度， 虚拟点4的位
置被确定为在整个区域3中的虚拟点4的密度的0.83至1.17倍。 此外，根
据需要，根据间隔物的高度增加或减少虚拟点4。 然后，液晶8滴在每个
虚拟点4上。 [选择图]图2
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